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■このたびは、冷蔵庫をお買い上げいたださ、ありびと 
ぅ ございました。 

■この取扱説明書をよくお読みいたださ、正しくお使い 
<ださい。 

特に「安全上のごを意」はご使用前に必ずお読みくだ 
さい。 

■お読みになった後は、いつでも見られるところに保証 
書とともに大切に保管してください。 


上手に使って上手に節電 


保証書は、月！]に添付しておりまず。 

保註書は必ず受け取ってし)ることを、確認 
して < ださい。 


















ま全上のご注意 


ご使用前に、この「安全上のごま意」をよくお読みになって、正しくお使いください。 

• ここに示した注意事項は、；令蔵庫をを全にお使いいたださ、あなたや他の人々への危喜や損喜を未然 
に防止するためのものです。その内容により、「警告」と「注意」に区分しています。 

安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 

一 本文中の図記号の意昧- . 

A 「警告」や性意」を促す事項を表します。 

0「禁止」を表します。 

〇 r 必ずしてほしい行為」を表します。 


•表示と意味は、巧の通りです。 


A 巧な 

人び死亡または重傷を負ラ可能性 
に結び付くちの 

公言口 

A 注意 

人び傷書を負ラ可能性及び物的損 
害の発生に結び付くちの 


•お読みになった衡ま、お使いになる方びいつでも見 b れるところに必ず保管してくださし、 


么警告 


广 

コンセントは 15AL ソ上のものを 

墨墨単独で使う 

他の器具と欄したタコ足配線は 
]5A け上発熱し発义の原因になります。 

電源プラグを冷蔵庫で押し付 
j けなぃ 

VwX 変あや傷び付くと、発熱し発火の 
禁止 原因になります。 


電源プラグは、ほこりを取り 
疆筆刃の根元まで確実に差し込む 

ほこりび付着したり、不十分な差 
お実に し込みは、発熱し発火の原因にな 
差し込む 0 ます。 

あ手入れをするときは、电源 
プラグをおず巧く 

グめれた手で抜さ差ししない。感電 
フラグを抜くすることかが D ます。 

電源コードを傷付けない 

(X ) 踏み付けたり、加工したりすると 
\ V 電源コードび破損し、漏電や感 
な止電•発火の原因になります。 

電源コードやプラグが傷んだ 
) り、コンセントの差し込みが 
V y ゆるいときは使用しない 

禁止感電•ショート•発火の原因にな 
0 ます。 

湿気の多い所-水気のある所に 
•吗 を蔵庫を据え付ける樹こはア- 
^^ ス•漏電遮断器を取り付ける 

バ—スをずる故障や漏電の時に感電する恐れび 
あります。アース-漏電遮断器の 
取り付けは販売ちにご相談くだ 
さい。 

ノ 

交流 100V 専用コンセントを使 

喔,用する 

交流 1 日瞄外では、义災•感電の 

10 0V 専用原因になります。 

コンセントで 










ま全上のご注意 


么警告 

医薬品や学術試料の保存はし 

f 人） なぃ 

Vw^ 家庭用冷蔵庫では、温度管理の厳 
禁止 しいちのはなをでさません。 

引乂しやすいものは入れない 

f X 1 爆発する危険びあります。 

禁止 

ガス漏れに気付いたら、ガスの 
mm 元栓を閉め、窓を亂ブて換気する 

;令蔵庫の扉を開けたり、電源プラ 
換気するグをなくと、引火爆発し、火災や 
やけどの危険びあります。 

上に重いものや水の入った容器 
を動、ない 

扉の開閉で落ちると、けびをする 
禁止ことびあります。また、こぼれた 
水で絶縁び悪くなり、漏電や火災 
の原因になります。 

水のかかる所には冷蔵庫を設 
置しなぃ 

VSiX 絶縁び悪くなり、漏電の原因にな 
禁止 0 ます。 

扉にぶら下がったり、乗った 

1 1 D しなぃ 

冷蔵庫び倒れたり、手をはさんで 
禁止 けびをすることびあります。 

分解したり修理•改造は絶対 
1^1 にしない 

vjy 発火したり、異常動作して、けび 
分解禁止をすることびあります。 

可燃性スプレーは近くで使わ 

1 人） なぃ 

引义や、やけどの危険びあります。 

禁止 

リサイクルの時など、保管時の幼巧閉じ込みび懸念される場合は扉パッキ 
mm ング对まずす 

扉パッキング 
をはずす 


参を媒について参 


冷蔵庫本体の冷却回路馆日簡を 
傷付けない 

可燃性の;令媒を使用していますの 
禁止 で、発义•爆発の恐れびあります。 

庫内では電気製品を使用しない 

( X ) ;令媒び漏 n てい S と電気製品©接 
点の火花で発火-爆発の恐れびあ 
禁止 0ます。 

冷蔵庫の周囲はすき間を開け 
纖纖て据え付ける 

;令媒び漏れると滞留し、発义•爆 
すき間を発の恐れびあります。 

おけて 

を却回路(配管)を傷付けたときや可 
MB 燃性ガスが漏れているのに気が付い 
たときは、を蔵庫にふれず火気の使 
換気する 用を避け窓を開けて換気する 

電源プラグのなさ差しなど义花で 
発火•爆発し、义災ややけどの原 
因になります。 

) 
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ま全上のご注意 


么ま意 


長期間使用しないときは、お 
ず電源プラグをコンセントか 

V |^ 引友く 

フラグを抜< 絶縁劣化などにより、感電や漏 
電-火災の原因になることびあり 
ます 0 


〇 

フラグを 
持って抜< 


電源プラグの巧き差しは、お 
ず電源プラグを持って行ラ 

電源コードを引っ張ると、感電や 
ショートして発火することびあり 
ます。 


接触禁止 


冷却器を、めれた手でさわら 
ない 

くっついたり、ま傷になる恐れび 
あ0ます。 


0 冷却器内に、びん類ゃ吿類を 
入れない 

中身び凍って割れ、けびをするこ 
禁止 とびおります。 


接軸禁止 


後ろ側下部の機械部分(圧縮機 
など）に、手をふれない 

運転中は熱くなるので、やけどの 
恐れびあります。また鉄板により 
けびをすることびあります。 


〇 冷蔵庫を運搬するときは、下 
部前脚と背面を確実に持って 
運搬する 

持覃搬扉を持った0、手をすべらすと 
けびをする恐れびあります。 


〇 扉の開閉や、他の人が冷蔵庫の 
近くにいるときは、扉で指をは 
さまないよラに気を付ける 

確認 


ノンフ□ン冷蔵庫について 

•この冷蔵庫にはノンフ□ン冷媒とノンフ□ン発泡断熱材を使用しています。ノンフ□ンを媒（イソブ 
タン）とノンフ□ン発泡断熱材（シク□ペンタン）は、オゾン層を破壊せず地球温暖化に対する影響 
び極めてルさい、地球環境に配慮した物質です。 

♦ノンフ□ンを媒は可燃性です。「;令却回路」に密封されており、通常のご使用において漏れ出すこと 
はありませんび、万一、を媒回路を誤って傷付けてしまった場合、义気（電気製品）などの使用を避 
け、窓を開けて換気してくださし、。 

その後、お買い上げの販売店へご連絡ください。 

\_ J 
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使いはじめに 


お使い前の準備 

1水平に固定する 2庫内をふく 3電源を入れる 4冷えてから、 

食品を入れる 

(11 ぺージ参照） 柔日かい布で プラグを専用の 約2〜3時間後に 

コンセントに （夏場は長くなる 

ことびあります) 



•使い始めにプラスチックか日においのする場合びあります。念のためにおいびこち日ない様に 
周囲の風通しを良くしてください。においはしだいに消えます。 

• 冷蔵庫の前面や側面び熱くなります。 （ 12ページ参照） 

•を却器に、雷び付きます。 （8 ページ参照） 


お願い 


>電源プラグを抜いたとさは、すぐに差し込ま 
ず、已分じ(上待ってください。 

圧縮機び一時的に動かないことびあります。 



I 寒;令剤を入れるとさは、袋の破れたちのは入 
れないでください。 

中身び漏れると、鐘や故障の原因になります。 

I 扉を強 < 閉めないで < ださい。 

反動でかし開く場合びあります。 


節電のポイント 


扉の開閉は手ざねよく 冷やしすざない 


:罰 












使いかた 

各部のなまス 


温度調即つまみ 


調節脚 



貯蔵場所 


庫内温度は、場所によっていくらか異なります。 
食品によって、適切な場所をお遇びください。 


製氷皿 
I 冷却器 


ル物棚 


扉パッキング 


露受皿 


雷取りのとさ、とけた 
水を受けます。 


* ①のところが最もよく冷スます。 
政下、®、®、の順で冷えます。 



冷却器 

•製氷するところ 
《多量の氷や冷凍食品の保 
存には向きません 







使し、かた _ 

温度調節 

通常は 

•温度調節つまみを "3 〜 2" の位置でお使いください。 

温度を変スたいとさ 

•下表を参考にして、調節してください。 


庫内温度の目ま 


•表の温度は、周囲温度3日で、食品を入れずに扉を 
閉じ、温度び安をしたとき、庫内ほぼ中央下寄り 
で測定した値です。 

•扉の開閉、を品の入れ具合により変わります。 


お願い 


つまみ 

庫内温度 

目〜3 

約□〜 3 °C 

3〜2 

約3〜 7 °C 

2〜] 

約 7 〜 icrc 


•なのよラなとさ、庫内の食品び凍結するこ 

•温度調節つまみを" 1" じ(下にしておくと、 

とびあります。 

氷びでさないことびあります。 

•温度調節を、"己"•"強;令"のままにし 

ておいたとさ。 

•温度調節つまみは、"強;令"から"切"、ある 

嗦 "3 〜 2" にもどします。 

いは、"切"から"強;令"へは回りません。 

-周囲温度び、己で下になったとき。 

嗦温度調節を"弱;令"側にすると、まりにく 

[ <な0ます。 

J 


つまみ 

使いかた 

強を 

急いで氷をつくるとさ 
( ご使用後は必ずもとにをどしてください。） 

巨〜3 

強く;令やしたいとさ 
夏期など、周囲温度び高いとを 

3〜2 

通常のとさ 

2〜弱を 

あまり;令やすお要のないとさ 
; 令え過ざるとさ 

を期など、周囲温度び低いとさ 

切 

達転を止めるとさ 
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使し、かた _ 

上手な食品の入れかた 


ポリ袋やラップで包む 
か、密閉容器に入れて 

におい移りや乾燥を防ざます。 

すさ間をあけて 

つめすざると、；令気の循環び悪 
くなり、；令えび弱<なります。 

ル分けして 

ル分けしておくと、取り出しや 
す < 便利です。 

/ふた 0) ある ^_5 v \ 

巧!ご^ 






I V j ) 1 7 J 


さましてから 

清飄こ 

冷蔵保存に向かない 
ちのちあります 

パナナ•メ□ン-パイナップル 
などの卜□ピカルフルーツは、 
食べる前に;令やします。 

•低温のため、熟成しにくくな 
り、変質することもあります。 

J 

藥 驚は、 他のぉ □□に 影響を 

びん類や包装を品にちれびある 
とさは、ふし''てから入れます 0 


氷のつくりかた 


かをつくるとき 


かを取り出すとき 


① 製氷皿に水を入れる。（八分目まで) 

② 製氷皿を、；令却器内に置く。 



お願い 


•塩けのある食品を、冷却器内に直接入れないでください。 

塩分び;令却器を腐食させ、故障の原因になります。 

必ず、塩物は、ポ U 袋やラップで包むか、密閉容器に入れてください。 
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霜取りについて 

冷却器に霜び已™程度ついたら、霜取りを行ってください。 
を量の霜び付いたままですと、：令却力び i を下します。 

霜取り方法 

1. 製氷皿を取り出す 

2. 露受皿を確かめる 

所定の位置（冷却器の下）にあることを確かめ 
ます。何か入っていたら取り出す。 

3. 温度調節つまみを"切"にする 

G 令却運転び停止します。） 

ク 

霜びとける 
ク 

4. 露受皿に溜まった水をすてる 

柔らかい布で、露受皿に付いた水分をふさ取 
り、露受皿をちとの位置にもどす。 

已.温度調節をもとの位置に 

霜取りび終わりましたら、温度調節つまみを 
ちとの位置にもとします。 

G 令却運転を開始します。） 


•霜取り中は、扉の開閉をひかえると、庫内のを 
品の温度び上びりにくくなります。 

•自然式霜取りのため、周囲温度などにより霜取 
り時間び長くなることびあります。 


あ願し、 


冷却方式について 

この;令蔵庫は、直;令式 G 令気自然巧流方式）を 
採用しています。 

この方式では、庫内に;令却器び露出しています。 
この;令却器の;令気び自然対流して、庫内び;令や 
されます。 

を却器には霜び付さますび、多量の霜は;令却 
能力を低下させますので、霜取りび必要となり 
ます。 


* 必ず、露受皿を所定の位置（冷却器の下）にお 
し、てください。 

位置び悪いと、霜取りでとけた水びあふれ、庫 
内をめらします。 

* 霜取りは早めに行ってください。 

多量の霜の場合、とけた水び露受皿で受けされ 
ず、あふれることびあります。 


■ナイフやねじ回しなどを使って、冷却器に付 
いた霜や氷を取ることは、絶対にやめてくだ 
さい。 

冷却器に傷び付さ、故障の原因になります。 

• 温度調節つまみを"切"にした後、つまみをち 
とにちどす場合は、已分じ(上間をおいてくだ 
さい。 

すぐにもどすと、圧縮機び一時的に動さません。 


使いかた 








お手入れ 


お手入れの方法 m お手入れのポイント 


いつを清潔にお使いいただくために、定期的 
にお手入れしてください。 


巧を化 必ず電源プラグを抜いてください。 
t 胃 q 感電することびあります。 


1. 柔日かい布で、か日ぶきします。 

2. 巧れびひどい場合は、めるま湯か食器洗い用 
中性洗剤を含ませた布で、ふいてください。 

3. 食器洗い用中性洗剤を使用した勸ホ、水を含 
ませた巧でふき取り、さ日にか日ぶきします。 


付属品 

•取りはずして、水洗いします。 

庫内 

• 食用油などび付いたままですと、プラスチック 
び割れることびあります。 

扉パッキング 

• ジュースやを品の汁などび付いたままですと、 
早く傷みます。 

とくに、下の方は、巧れやすいところです。 


お手入れ後の安全点検 


■電源コードに、亀裂やすり傷びありませんか？ 
•プラグびコンセントにしっかり入っています 
か？ 

• プラグに異常な発熱はありませんか？ 

ちし、ご不審な点びあれば、すぐにお買い上げの 
販売店にご相談ください。 


お願い 

•次のちのは、使わないでください。 

遵装面を誘たり、乃スチック淵れることびあります。) 
みびさ粉、粉石けん、アルカ U 性洗剤、ベン 
ジン、シンナー、アルコール、石油、酸、熱 
湯、たねし、など 

•化学ぞうきんを使用するとさは、強くこすら 
ないでください。 


A 警告 

■外側や庫内に、水をかけないでください。 
ショートや感電の恐れびあります。 

■電源プラグやコンセントのほこりを、ときど 
さふさ取ってください。 

火災の原因になります。 








こんなとさには 


停電のとさ 


移動•運搬するとき 


• 扉の開閉をかなくしてください。 

停電が予告されたとを 

•氷をたくさんつくり、容器に入れて、棚に入れ 
ておさますと、食品の温度び上びりにくくなり 
ます。 


長期間使わないとき 


必ず電源プラグを巧いて < ださい。 
么ミち意 絶縁劣化などにより感電や漏電、 
火災の原因になることびあります。 


•庫内を清掃した後、2〜3曰扉を開けて乾燥さ 
せてください。 

(カビやにおいを防ぐためです。） 


• 電源プラグを抜いてください。 

•庫内のを品を取り出し、露受皿の水を捨ててく 
ださい。 


A ミ主意 


下部前脚と背面を確実に持って、 
2人で運んでください。 

手をすべらすと、けびをすること 
びあります。 


•車で運搬するとさは、横積みしないでください。 

(故障の原因になります。） 

•移動後は、しばらく(約2日〜3日分）してから、運 
転してください。 


転居するとき 

•この;令蔵庫は、日日/日日 Hz (ヘルツ）共用です。 
周波数切り替えの必要はありません。 


冷蔵庫を廃棄処分するとき 


論告 


U サイクルの時など、保管時の幼 
児閉じ込みび懸念される場合は扉 
パッキングをはずす。 
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据え付け 


据え付け場所 m アースについて 


A 警告 


水のかかる所には;令蔵庫を設置し 
ない。絶縁び悪くなり、漏電の原 
因になります。 


床びじようぶで水平なところ 

•不安定な据え付けは、振動や騒音の原因になり 
ます。 

ガタつくときは、調節脚を回してください。 



■じゅラたんやたたみ、塩化ビニール製の床材の 
上に据え付けるとさは、下に板などを敷いてく 
ださい。冷蔵庫下部の熱により、変色すること 
びあります。 

•据え付けるとさに、冷蔵庫を引さずらないでく 
ださい。床面を傷付けることびあります。 

熱気がかないところ 

■直射日光びあたるところ、発熱器具（コン□、 
ス I ''ーブなど）の近くは;令却力び低下します。 

風通しのよいところ 

■冷蔵庫の周囲に最ル必要設置スペースをあけ 
て、放熱をよ< して<ださい。放熱び悪いと;令 
却力び弱まり、電気代のムダになります。 

なお、最ル必要設置スペースは年間消費電力量 
の測定条件での寸法とは異なります。 




湿気の多い所-水気のある所に;令 


蔵庫を据え付ける時にはアース- 

A 警告 

漏電遮断器を取り付ける。故障や 

漏電の時に感電する恐れびありま 


す。アース • 漏電遮断器の取り付 


けは販売店にご相談ください。 


•湿気の多い所-水気のある所とは 

-±間や洗い場の床など水気のある場所 
•地下室など、漏水や湿気により露の付く 
恐れのある場所 

•その他、湿気や水気のある場所 

アース線の接続について 

•アース線（別売）は後ろ側下部にある「アース 
接続ねじ」に接続してください。 



•巧のところには、接続しないでください。 
•水道管 

(配管にプラスチックび使われておりアース 
にな0ません。） 

-ガス管 

(爆発や弓 I 义の危険びあります。） 

-電話線のアースや避雷針 
(落雷のとさ危険です。） 


鐘びやすい場所に設置する場合は 

• 腐食性ガスび発生しやすい温泉地や工業地帯、 
塩分の多いお岸地帯などでは、配管ノ（イプび腐 
食して;令えなくなることびあります。 

このよラな場所に設置する場合は、防せい処理 
をお勧めします。 

お買い上げの販売ちまたは当社「お客さまご相 
談窓□」（裏表紙）へご相談ください。 
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故障かな？と思った 5 


修理を依頼される前に、次のことをお確かめください 


状 況 

お調べいただくところ ' 

全く冷スない 

•電源プラグびコンセントから抜けていませんか？ 

• ご家庭の電源ヒューズやブレーカーび切れていませんか？ 

• 停電ではありませんか？ 

よく冷スない 

•温度調節つまみを"弱;令"側にしていませんか？ 

• 熱いちのを入れたり、扉の開閉び多すざませんか？ 

• 食品をつめすざていませんか？ 

•直射日光び当たったり、コン□•ス1 ブのそばではありま 
せんか？ 

庫内の食品が凍結ずる 

•温度調節つまみを"強;令"にしていませんか？ 

•水分び多くまりやすいを品を奥に入れていませんか？ 

•周囲温度び 5° C じ(下になっていませんか？ 

音がラるさい 

•床びしっかりしていますか？ 

•据え付けび悪く、ガタついていませんか？ 

• ;令蔵庫び壁などにふれていませんか？ 

• 冷蔵庫の周囲に容器などび落ちていませんか？ 

ノ 


これは故障ではありません 


チヨ□チヨ □、シユーシユーや 
ボコボコといラ音がずる 

•冷蔵庫を;令やすための液(を媒)び機械部分を流れる音です。 

冷蔵庫の外側に露び付< 

• 梅雨どをなど湿気び多いとを、露び付くことびあります。 

露は布でふさ取ってください。 

冷蔵庫の前面や側面び熱< 
なる 

•パイプを内蔵して、露付きの 
防止と放熱を行っているため 
です 

庫内のを品には影響ありませ 
ん。 

据え付け時や夏場は、特に熱く 
感じることびあります。 ， 

/ 
放熱バイプ 

• ん、 

1 

— 、 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

Jr - 

"rTp 

y 


じ(上のことをお調べになり、それでち具合び悪いとさは、ただちに使用を中止して、お買い上げの販売 
ち、または、当社「お客さまご相談窓□」（裏表紙）に連絡してください。 （13 ページ参照） 


A 警告 


分解したり修理-改造は、絶対にしないでください。 
発火したり、異常動作して、けびをすることびあります。 
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保証と アフターサービス 

保証書側に添付しております } 修理を依頼されるとき 


イ呆証書は、販売店か b 受け取っていただを、必ず 
「お買い上げ曰、販売店名」をお確かめのラえ、 
内容をよくお読みになった後、大切に保管してくだ 
さい。 


保証期間 

イ呆証期間は、お買い上げ曰から]年間です。 
ただし、；令媒循環回路（圧縮機 • 凝縮器 • 冷却器 • 
毛細管.配管）は已年間です。 


補修用性能部品の保有期間 

冷蔵庫の補修用性能部品の保ち期間は、製造巧切 
り後9年です。 

-性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


アフターサービス についてご不明の場合 

修理のご相談やご不明な点は、お買い上げの販売 
店へお問い合わせください。 

また、転居や贈答品などでお困りの場合は、当社 
「お客さまご相談窓□」（裏表紙）にお問い合わせ 
ください。 


12ページの r 故障かな？と思ったら」にそってお調 
ベください。それでち異常びあるとさは、ご使用 
を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い 
上げの販売店に修理を依頼してください。 

なお、食品の補償等、製品修理(がの責はご容赦 
<ださい。 


保証期間中の修理 

修理の際には、保証書をご提示ください。保証書 
の規定に従い販売店び修理させていただきます。 


保証期間経過後の修理 

修理すれば使用でさる場合は、お客さまのご要望 
によりち料修理させていたださます。 

詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。 


ご連絡いただきたいこと 

-お買い上げ曰 

. 故障の状況（でさるだけ詳しく） 

-製造番号(保証書に記載してあります) 
•おなまえ、おところ、お電話番号 
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仕様 


種 



類 

冷蔵庫 

口 

□□ 



番 

AQR - 已 ]A 

定格 

内 

容 

積 

47 L 

外 形 


寸 

法 

幅 473圆 

奧行483圆 
高さ48日圆 

定 格 


電 

圧 

100 V 

定格 

周 

波 

数 

加/日日 Hz 共用 

電動機の定格消費電力 

配/日日 W 

消費 

電 

力 

量 

扉の内側に表示してあります 

SS - g 

真 里 

16 kg 


付属品 


製氷皿 . 1 

棚 . 1 

露受皿 . 1 


便利でお使いやすい製品にするため、製品改 
良に努めています。このため、一部仕様の変 
ねることがありますのでご了承ください。 


※本品は、曰本国巧家庭用の製品です。他用途には使用しないで<だ 
さい。また、国外での使用はでさません。 

(FOR USE IN JAPAN ONLY) 
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•まずはお買い上げの販売店へ… 

家電商品の修理のご依頼やご相談は、お買い上げの販売店へお申し出ください。 
転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓口にお問い合わせ<ださい。 


家電商品についてのを艇的なご相談 

<八イアールアクアセールス株式を社〉 


受付日寺間： （3 巨已曰）9 : 00~18 : 30 



総合相談窓 □ 

函, 0120 -880-292 



FAX でご相談される場合 査 a , 0570-01 3-790 

ナビダイヤルでおつなぎします。全国各地より市内電話料金にてご利用いただけます。 


家電商品の修巧サービスについてのご相談 〈ハイアールアクアセールス株式を社〉 


受付時間：月曜日〜金曜日 
±曜•日曜•祝日 

9 : 00〜18 : 30 

9 : 00〜17 : 30 



修理ホ目談窓口 

函0120 -778-292 








_ お客をまご相談窓□におけるお客さまの個人情報のお取り扱いについて _ 

お客さまご相談窓□でお受けした、お客さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたします。また、お客さまの 
同意びない限り、業務委託の場合および法令に基づき必要と判断される場合を除さ、第兰ちへの開示は行いません。なお、お客さまび当 
社にお電話でご相談、ご連絡いただいた場合には、お客さまのお申し出を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させて 
いただ < ことびあ0ます。 

く利用目的> 

• お客さまご相談窓□でお受けした個人情報は、商品-サービスに関わるご相談-お問合せおよび修理の対応のみを目的として用います。 

なお、この目的のために八イアールアクアセールス株式会社および関係会社で上記個人情報を利用することびあります。 

く業務委託の場合> 

•上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を行わせるととをに、適切な管理-監督を 
いたします。 

個人情報のお取り扱いについての詳細は、当社ホームページをご覧ください。 


廃棄時にごま意願いまず 


2001年4月施行の家電リサイクルまでは、お客さまがご使用済みの冷蔵庫を廃棄される場合は、収集-運搬料金と 
再商品化等料金をお支もいいたださ、対象品を販売店や市町村に適正に引渡すことが巧め5れています。 


愛情点検 

長年ご使用の冷蔵庫の点検を！ 


このよラな症状は 
ありませんか？ 

■電源コード、プラグび異常に熱い。 
■電源コードに深い傷や変形びある。 
■焦げ<さいにおいびする。 

■冷蔵庫床面にいつも水び溜まっている。 

■ビ U ビリと電気を感じる。 

■その他の異常や故障びある。 


使用を中止 
して<ださい 

故障や事故防止のため、コンセントから 
電源プラグを抜いて、必ずお買い上げの 
販売店にご連絡ください。 

点横-修理についての費用など詳しい 
ことは、販売店にご相談ください。 


L 
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お客さまメモ 購入年ち曰、購入店名を記入してください。サービスを依頼されるときに便利です。 

品 番 


購入店名 

TEL ( ) - 

購入年月曰 

年月日 


八イアールアクアセールス株式会社 

〒曰 32- 日日日 3大阪府大阪市淀川区宮原3了目日番36号新大阪 トラスト タワー14階 

2FB6P1 01449001 
































